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３ 論文の構成    







 第一章 伊賀越物・又右衛門物の展開 
 第二章 「鑓伝授」（やりでんじゅ）から「奉書試合」へ－－失われた熱狂－－ 
 第三章 「沼津」の呉服屋十兵衛－－二代目嵐吉三郎への「信仰」－－ 
 第四章 「岡崎」における政右衛門を中心とした型の考察－－求められるいぶし銀の藝味－－ 
 第五章 幕末期の伊賀越物『鶴亀成荒木宝来（ちよばんぜいあらきのしまだい）』－－共通性と意外
性－－ 
 第六章 大詰「敵討」における「又右衛門スタイル」－－共有された人物像の忘却－－ 
 おわりに 
 付録 『鶴亀成荒木宝来）』五幕目「山田屋」台帳翻刻 



































































































                       
５ 論文の特質 
 複数の審査委員から指摘があったことであるが、本論文の視野の広さは、文学研究科ではなく、学
際的研究を目途とする教養デザイン研究科の論文として相応しいと言える。準備論文の審査段階で審
査委員から提示された疑問や不備を解消すべく、執筆者が相当の努力を重ねたことが顕著に認められ
る。 
 ただ、審査委員の間でもある特定の論点に関して意見の違いが見られたこともあり、執筆者として
はどの方向へ舵を切るべきか悩んだところがないわけではない。章ごとに力の入れ具合の差が若干見
られたのはやむを得ないところと言える。 
 とはいえ、『伊賀越道中双六』という作品を生み出した作品群とそこから派生した作品群を論じるだ
けでなく、それらを享受する観客の視点から上演台本や演出の違い、役者の「型」まで視野を広げた
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点は新鮮であり、今後の研究に寄与するところ大である。第三章は殊に読み応えがあった。さらに、
活字化されないまま埋もれていた『鶴亀成荒木宝来』の重要な部分を翻刻したことは本論文の資料的
価値を高めたと思われる。 
 そもそも『伊賀越道中双六』は近松半二の絶筆で、近松加助との共作として、浄瑠璃義太夫節きっ
ての名作の一つに数えられているが、半年後には歌舞伎になったほど人気を博した。しかし、浄瑠璃
義太夫の『伊賀越道中双六』も、歌舞伎の『伊賀越乗掛合羽』に想を得ていることからすれば、当時
の時代状況として、浄瑠璃義太夫狂言と歌舞伎狂言相互の影響関係は大きいものだったと言わざるを
得ない。そこに着目した点にも本論文の特質がある。 
 さらに「又右衛門スタイル」を抽出し、それがもてはやされた時代と次第に忘れられていった経緯
に関する考察は、とくに、講談、映画、文学、漫画など、歌舞伎や浄瑠璃以外の分野まで含む広い範
囲について行われただけに、他にあまり例のない独自のものとなった。ただし、「又右衞門物」の衰頽
に関しては本人も言うように、今後の研究に期待したいところである。 
 
６ 論文の評価 
  審査は、本論文が教養デザイン研究科の博士論文として水準に達しているかを念頭に置きながら
進められた。上記のごとく、学際的な面を併せもち、広範な視野を獲得していると言えるというのが
審査委員一同の一致した見解であった。論理性、実証性、独自性という点でも、教養デザイン研究科
の博士論文として相応しいという意見が大半であった。副査の先生方からはご専門の立場から、執筆
者が今後進むべき道筋に関する示唆があまたあった。どの先生も執筆者の努力と能力を評価してくだ
さったが、期待ゆえの厳しいご意見もあった。それはたとえば歌舞伎と浄瑠璃のどちらに主軸を置い
て研究を進めるべきかという示唆に富むご意見であり、具体的な用語の適否に関するご指摘でもあっ
た。 
 執筆者は商学部出身ながら、修士論文で小津安二郎を採り上げ、博士後期課程入学当初は昨年他界
した七世竹本住太夫（以前は「住大夫」と表記）論を書く心算でおり、その発表もしたが、生身の藝
術家を対象にする場合、一回だけの生の公演について論じる困難さを悟り、住太夫が得意とした『伊
賀越道中双六』から発して、同作の歌舞伎台帳の比較研究に転じた。その後は副査となられた先生方
から多くを学びながら、活字以前の変体仮名や崩し字を読み解く訓練も重ね、それを今回の翻刻にも
生かした。資料の博捜も評価に値する。 
 昨年度は博士論文事前審査の段階で未熟を指摘され、提出を一年延期することを余儀なくされたが、
その間、さらに研鑽を積み、今回の論文となった。 
 審査委員一同、面接試問を経て、本論文を合格とすることで全員が一致をみた。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，教養デザイン研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたも
のであり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格
したので，博士（学術）の学位を授与するに値するものと判定する。 
以 上 
